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１．目的  

 層状にコンクリートを打ち重ねる場合，下層のコンクリートの打込み終了から上層のコンクリートを打ち重

ねるまでの時間“許容内重ね時間間隔”は，コールドジョイントの発生を避け，構造物の一体化を確保する上

で極めて重要な管理項目である．許容打重ね時間間隔が規定されている 1)．しかし，外気温やコンクリート温

度によって，コンクリートの凝結速度は異なるため，一律に許容内重ね時間間隔を定めることは困難である 2)．

コンリートの凝結を簡易に測定する技術としては，図-1に示すように，スランプ試験用突き棒を 75cmの高さ

から落下させ貫入量を求めるＮ式貫入試験 3)が挙げられる．汎用性が高く，容易に測定できる利点がある 3)．

しかし，型枠や鉄筋が支障となりコンクリート打込み面に測定者が近寄れない場合には測定できない． 

 そこで，従来のN式貫入試験を改良したN式凝結テスターを開発し，

従来の N式貫入試験との精度比較および現場での使用性を検証した． 

 

２．N式凝結テスターの仕組み 

 N式凝結テスターは、写真-1に示すように，レーザー距離計の重量分

短くした突き棒とレーザー距離計を一体化し，落下高さが 75cm となる

ように調整した透明なアクリル管と突き棒を吊り下げ構造とする．次に，

アクリル管の下端をコンクリート面まで降ろした後に，吊り下げた突き

棒を落下させ、手元のスマートフォンにより突き棒と一緒に落下したレ

ーザー距離計を操作し，コンクリート面までの距離を計測する．計算し

た貫入量は，スマートフォン上に表示し，記録される． 

 

３．Ｎ式凝結テスターの現場適用性の評価 

3.1 試験体による N式貫入試験との計測値の比較 

直径 30cm，高さ 50cmの円筒の容器（写真-2参照）にコンクリートを

打設した後、従来の N式貫入試験と N式凝結テスターにより試験を行い，

30 分、60 分、90 分,120 分経過後の貫入量を比較して表-1 および図-2

に示す。平均の差は最大 0.8cm以下と小さく、どちらの試験方法でも貫

入量は変わらないことが確認できた．また，打設後 100分程度でコール

ドジョイントが発生する 5㎝に達することが確認できた． 

 

3.2 実打設における適用性の確認 

  N 式凝結テスターの使用性を確認するために，橋脚基礎（縦 10.5m

×横 10.5m×高さ 2.3m）におけるコンクリートの打込み（250m3）に適

用した．コンクリートの配合は呼び強度 30N/mm2，スランプ 12cm，粗骨

材の最大粒径 20mm，セメントの種類は高炉セメント B 種である．打設

時期は 10月初旬、外気温は 22～26℃であった。 

キーワード 打重ね時間，N式貫入試験，コールドジョイント，凝結，貫入量 
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図-1 Ｎ式貫入試験器 
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計測結果を表-2に示す。許容打重ね時間間隔は，150分であるが，試験体による測定結果から，コールドジ

ョイントの発生を防ぐために，100 分以内で打ち重ねることが目標となる．1 層目は，最下層のため筒先の移

動に最も時間を要し，打重ね時間は，103 分となった．2 層目を打ち重ねる前に 2 回，N 式凝結テスターによ

り貫入量を測定し，コールドジョイント発生の限度である 5㎝程度であったため，念入りに締固めを実施した．

脱型後の目視による調査では，打重ね部は健全であることが確認できた．2層目以降については，打重ね時間

が 70分以下，貫入量は 5㎝以上であることが確認できた．また，測定者 1人が 1 箇所において 3回測定する

時間は、46秒から 1分 23秒であることが確認できた． 

  

４．まとめ 

 試験体による実験により，今回開発した N式凝結テスターは，従来の N式貫入試験と同等の貫入量が測定で

きることが確認できた．また，実構造物の打設への適用実験からは，打重ね部の品質管理を貫入量によってで

きること，測定者 1人で 1箇所の測定に要する時間が 1分程度と，短時間でできることが確認できた． 

将来、生コン工場が減少し，コンクリートの運搬に時間を要するようになると，遅延剤等で凝結を遅延させ

るコンクリートの適用が広がることが予想される．打重ね部の品質管理を定量的にコンクリートの物性値で実

施することが求められた場合，本試験器が，お役に立てれば幸いである． 
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表-2 N式凝結テスター現場適用結果 

表-1 N式貫入試験との計測値の比較結果 

図-2 N式貫入試験との計測値の比較結果 

経過時間 30分 60分 90分 120分

1 12.5 12.0 5.2 2.8

2 13.3 7.8 5.2 3.0
3 16.0 7.2 6.5 3.2

平均 13.9 9.0 5.6 3.0
1 11.9 9.1 5.6 4.0
2 14.8 8.5 5.7 3.0
3 12.7 10.0 6.3 2.6

平均 13.1 9.2 5.9 3.2
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1 6.0 5.0 17.1 13.4 9.7 3.9 5.6

2 5.0 5.6 17.7 12.3 7.2 7.0 5.8

3 5.0 4.6 15.4 13.4 11.0 7.0 5.7

平均 5.3 - 5.1 - 16.7 - 13.0 - 9.3 - 6.0 - 5.7 -

*1：連続した3回の計測時間 *2：5層目の打設時刻は15：10 *3：打設時刻から測定時刻までの経過時間
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